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名 称 前橋市立荒牧小学校ＰＴＡ 

会 員 数 ４７６人 （令和３年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

１ 組 織  

(1) 本部役員 １２名 

  会長：１名 副会長：３名 書記：４名 会計：４名 

(2) 学年委員 ７２名（各学年１２名） 

(3) 地区委員長 ５名（各地区１名）  

(4) 専門委員会 

  学年委員が「広報委員会」「保体委員会」「校外委員会」

「厚生委員会」に分かれて活動を行っている。 

 

２ 運 営  

 コロナ禍によってもたらされた様々な「変化」を踏まえて、Ｐ

ＴＡとして子どもたちのために何ができるかを模索する中で、令

和２年度は「心身健やかに！荒牧っ子をワンチームで支えていこ

う！」、令和３年度は「深めよう『絆』～親子・学校・地域～」

をスローガンに掲げ、ＰＴＡ活動を企画・運営した。 

さらに、親子・学校・地域社会が、有機的に協力して子どもた

ちを見守り、育てていくことを活動の軸とし、全ＰＴＡ会員が

「参加して良かった。」と思えるよう、参加・協力しやすい活動

の工夫・改善を図った。 

 

主 な 活 動 

１ 「あらまきクロスワード」  

活動制限の多いコロナ禍の中、これまで実施してきた様々な事

業の見直しを行った。その中で、特に工夫した事業が、「あらま

きクロスワード」である。本事業は、ＰＴＡ本部役員を中心に保

体委員会・厚生委員会が連携・協働し、新たに企画・運営した事

業である。 

具体的な内容として

は、子どもたちが考案

した地域や学習内容な

どに関する問題（例１

：小学校６年間で背負

って登下校する大切な

相棒は？ 例２：縄文

時代の家の名前は、○

○○○住居 例３：前

橋市の特産で栄養たっぷりの○○肉 例４：今の時代、すべての

教室に必ず置いてあるものは、○○○○○液）を基に、学年ごと

のクロスワードを作成した。 

各学年の「あらまきクロスワード」 
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参加した子どもたちには、景品として文房具を配布した。子ど

もたちからは「自分たちが考えた問題がクロスワードになってう

れしかった。」「問題を考えるのは難しかったが、どんなクロス

ワードができるかワクワクした。」「家族でクロスワードに取り

組んで楽しかった。」などの好意的な感想が多く寄せられた。 

 新規事業「あらまきクロスワード」の実施に向けて、「子ども

たちの笑顔のために！」という熱い思いを教職員と共有しなが

ら、試行錯誤・創意工夫したことで、関わったスタッフ同士の

「絆」に一層の深まりが見られた。 

 

２ 「運動フェスタ」 

大運動会の代替行事として実施した「運動フェスタ（令和２年

度実施）」は、コロナ禍のため保護者が観覧できなかったことか

ら、教職員と連携しながら本部役員数名で、動画を撮影・編集

し、ＰＴＡ会員を対象にオンライン上での限定公開を実施した。 

保護者からは「コロナ禍で学校行事に参加できないため、子ど

もたちの様子をなかなか見る機会がなかったが、動画を視聴し、

活躍の様子が分かって安心した。」などの感想が寄せられた。 

 

３ 「あらまきのこどもの食事を考える会」 

年度ごとにテーマを設定しながら、学校医や学校薬剤師などと

連携・協働し、食事の面から子どもたちの健康について考察する

「あらまきのこどもの食事を考える会」を実施した。家庭でも実

践できるレシピの考案・発信、さらに、全ＰＴＡ会員を対象に食

事に関するアンケート調査の実施、活動内容をまとめた冊子の配

布など、食育の推進に向け、積極的に取り組んだ。 

令和２年度は「ウイルスに負けない体をつくろう！ ～納豆で

免疫力を高める腸内環境づくり～」、令和３年度は「『親子で絆

食』 ～３つの色でおいしく楽しく～ 三色カラフルな主食を作

ろう！」をテーマに取り組んだ。 

 

４ その他の事業  

上記事業の他にも、持久走

大会などの体育的な学校行事

への支援やＰＴＡ新聞「あら

まき」の発行（年間２回）、

自治会や交通指導員、関根駐

在所等と連携した「防犯パト

ロール」や「旗振り講習会」

「あぶないよマップ」の作成

などの活動にも積極的に取り

組んだ。 新入生保護者への旗振り講習会 
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名 称 伊勢崎市立坂東小学校ＰＴＡ 

会 員 数 ３６７人 （令和３年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

１ 組 織 

・本部役員 １５名   

・会計監査  ４名 

・専門委員会（広報１１名 地域安全１２名 保健体育１２名 

環境整備 １２名 学年特別支援４１名） 

５つの専門委員会のうち４つは、各町内から選出された委員

で構成されており、活動にあたって地域の情報や会員の意見が

反映しやすくなっている。 

２ 運 営 

・本部役員会、運営委員会、専門委員会、ＰＴＡ総会開催 

・地域行事・学校行事への協力 

ＰＴＡ活動が円滑に運営できるように、活動の見直し、年間

活動内容の明確化、各組織における確実な引継を行っている。 

主 な 活 動 

【多文化共生を意識し、みんなで一緒に取り組むＰＴＡ活動】 

１ 外国籍保護者に対する取組  

全会員の２割強に及ぶ外国籍の会員のために、文書を各国の

言語に翻訳するなどして活動への理解・協力を得ている。翻訳

は事務局を中心に、４か国語に翻訳している。（スペイン語、

ポルトガル語、英語、ベトナム語） 

また、外国籍の保護者に対

 する懇親会を実施し、ＰＴＡ

 会長からＰＴＡ活動について

 説明を行っている。「みんな

 で一緒に取り組むこと」の大

 切さを伝え、協力を呼びかけ

 ることで、外国籍の保護者を

 含めて、「みんなで一緒に取 

り組むＰＴＡ活動」の考えが

 浸透している。外国籍の保護

 者であってもＰＴＡ役員にな

 る人が増えるとともに、誰に

 でも参加しやすいＰＴＡ活動

 を推進することで、廃品回収

 や校庭整備などの活動には、

 国籍を問わず、ほとんどの保

 護者が参加している。 

 

 

【ＰＴＡ総会資料表紙（スペイン語）】 

【ＰＴＡ総会案内 （スペイン語）】 
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２ 具体的な活動 

〇交通安全教室 

  児童の安全な登下校のため 

 に、交通安全教室を実施し、

 校庭で車や自転車を用いた具

 体的な指導も行っている。 

また、交通安全のためにＰ

 ＴＡ役員が安心安全パトロー

 ルを実施している。 

〇廃品回収や校庭整備 

ＰＴＡ廃品回収は、広く地域全体から多くの協力を得て、成

果を上げている。校庭整備や側溝清掃には、ほとんどの保護者

が参加している。 

 
 
〇読み聞かせボランティア・放課後子供教室 

読み聞かせボランティアは毎週木曜日に活動し、イベントと

して大型紙芝居も実施している。 

子供の居場所づくりを図る放課後子供教室には、３年生の約

３０％の２４名が参加している。指導者には保護者や地域の方

が参加し、子供たちに豊かな体験の時間を作り出している。 

 

 

３ まとめ 

これまでの活動で得た成果を活かし、今後も「みんなで一緒

に取り組むＰＴＡ活動」、「誰でも参加しやすいＰＴＡ活動」

を目指して、ＰＴＡの組織や運営方法を見直し、改善していき

たい。 

【交通安全教室（横断歩道の渡り方）】 

【廃品回収】 【校庭整備】 

【読み聞かせ（大型紙芝居）】 【放課後子供教室（水中エレベーター）】 
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名 称 高崎市立南陽台小学校ＰＴＡ 

会 員 数 １０５人 （令和３年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

【組織】 

○本部役員会 

（会長１・副会長３・書記２・会計２・監査２・顧問１） 

○運営委員会 

○学年委員会   ○成人教育委員会 

○保健体育委員会 ○広報委員会 

【運営】 

○ＰＴＡ総会（年１回） 

○本部役員会・運営委員会（月１回） 

 本部役員、各委員会委員、学校職員が参加。その場で各委員会の

活動の進捗状況や活動についての意見などを出し合い、よりよい取

り組みになるよう意見交換を行っている。 

主 な 活 動  

【「南陽台小つながりプロジェクト」の企画・実施】 

○新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う臨時休校中に学校と家

庭、児童をつなぐ「つながりプロジェクト」を企画・実施。 

令和２年度の臨時休校中に学校と子どもたち、保護者の絆を強め

るためにＰＴＡ本部役員が企画、実施した取組。 

第１弾として、新担任と子どもたちが書いた自己紹介プリントを

交換する「自己紹介をしよう」

を実施した。子どもたちが自

分のことを担任の先生によく

知ってもらうために、自己紹

介を書いた。たくさんの子ど

もたちが書いてくれ、担任の

先生方は、嬉しそうに一枚一

枚読んでいた。 

 第２弾として折り鶴を作っ

て学校が再開した時に全員が

持ち寄って児童玄関に飾る

「つるを折ろう」という活動

を行った。家庭で取り残され

た気持ちをもち始めた子ども

たちに学校や先生とつながっ

ている、「ひとりではない」と

いう意識をもたせ、休校の不

安を乗り切ることにつながる

企画となった。 

 

 

 

第１弾「自己紹介をしよう」 

第２弾「つるを折ろう」 
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今年度も「つながりプロジェクト２０２１」として取組が継続さ

れている。似顔絵を描き、児

童玄関に貼り「南陽台小学

校にはこんな私・ぼくがい

るよ」という自分自身を証

明し、たくさんの子どもた

ち、先生方、保護者の皆様、

来校者に知ってもらおうと

する企画である。 

 

 

【家庭教育セミナーの実施】 

ＰＴＡ会員同士の交流を目的として、ＰＴＡ運営委員会の成人教

育委員会が中心となり、年４回の家庭教育セミナーが行われてい

る。 

令和元年度は、第１回「ネット利用のトラブル防止と生活習慣」、

第２回「青島広志のゆかいなコンサート」、第３回「ロールケーキ

作り」、第４回「親子の触れ合い」の家庭教育セミナーを実施する

ことができた。セミナーの内容や講師の選定に関して、保護者のア

ンケート等を参考に、音楽、料理、生活習慣、親子関係、などの様

々な分野での実施を行うことにより、保護者自身の興味に合わせた

セミナーに参加することができるように工夫している。 

令和２年度は、感染症の状況を鑑み、南陽台コンサートのみの実

施となった。２部制とし、第１部は児童による合奏、第２部は金管

五重奏団「Brass Quintet JaJu」による演奏、第２部終了後には、

運動会で発表予定だった鼓笛の発表を校庭で行った。コロナ禍で児

童の発表する機会が減る中で、貴重な児童の発表の場となった。感

染症拡大防止策として、新しい生活様式の実践例に基づき、検温と

手指消毒を徹底し、来場者を保護者と学校評議員に制限した。また、

コロナ禍ではあるが保護者

の方々の協力のもと平日開

催にする等、人数と規模を

縮小し実施することができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

つながりプロジェクト２０２１ 

南陽台コンサート 
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Ｐ Ｔ Ａ の 名 称 富岡市立高田小学校ＰＴＡ 

会  員  数 ８９名  （令和３年５月１日現在）  

組 織 ・ 運 営 

１ 組織 

（１）本部役員会７名（会長１、副会長２、書記２〔Ｐ１、Ｔ１〕、

会計２〔Ｐ１、Ｔ１〕）  
（２）運営委員会１０名（本部役員７名、各委員長３名）  
（３）顧問１名（校長）  
（４）常設委員会１６名（成人教育委員会６名、校外補導委員会５

名、保健厚生委員会５名）  
（５）地区委員会１６名（常設委員会１６名）  
（６）推薦委員会１０名（運営委員会１０名）  
２ 運営 

（１）ＰＴＡ総会（年２回）  
（２）ＰＴＡ運営委員会（年５回の会議＋行事）  
（３）ＰＴＡ常設委員会（各委員会１回＋活動・行事等）  
（４）ＰＴＡ推薦委員会（次年度運営委員の推薦活動）  

主 な 活 動  

１ 会員数と委員会活動 

 会員は、全児童の保護者が加入している。児童数の減少から会員

数も減少傾向にあるが、各委員会には委員長・委員を置き、委員会

中心に主体的に運営されている。学年委員会については、会員数減

少による事業の見直しのため、令和２年度の年度始総会で廃止の方

向を会員に提案し、１年間意見を集約すると共に運営委員会で協議

を重ねた。そして、年度末総会で廃止とそれに伴う会則の改正を協

議し、学年委員会廃止が承認された。  
２ 地域による下校見守り活動  
 ＰＴＡ本部役員が協力を求め、地域づくり協議会と更正保護女性

会で、児童の下校見守り活動を行っていただいている。低学年と高

学年で下校時刻に違いがあるため、担当する時間を分け、更生保護

女性会は主に低学年の見守りを、地域づくり協議会は主に高学年の

下校の見守りをしていただいている。  

  

 子 ど も 見 守 り 隊 支 援 事 業 （ 学 校 西 側 ）  子 ど も 見 守 り 隊 支 援 事 業 （ 学 校 東 側 ）  
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３ 各委員会のコロナ禍での活動の工夫 

（１）成人教育委員会 

 成人教育委員会では、年２回発行するＰＴＡ広報作成のために、

例年数回の会議を行っていた。しかし、コロナ禍で会議のために集

まることをできるだけ少なくしたいと考え、電話と印刷物で広報の

内容は相談、校正は在宅ワークとして学校に集まることなく発行し

た。また、ＰＴＡセミナーについては、外部から講師を招くことが

困難であったため、オンラインセミナーを計画した。  
（２）校外補導委員会 

 校外補導委員会では、年２回の交通安全運動交通指導を実施し、

安全とともに感染症予防対策のためにマスク着用と児童同士のソー

シャルディスタンスの保持ができているか見守った。また、緊急事

態宣言下の外出自粛期間を利用し、児童から標語を募集し、その標

語を地域に掲示して交通安全の啓発を行った。  

  
  
（３）保健厚生委員会 

保健厚生委員会では、学校保健委員会を年２回開催する予定でい

たが、医師が参加できなくなったため中止とした。代わりに児童会

の保健委員会で調べたことを校庭で保健集会を開き発表した。ＰＴ

Ａ会員には後日 Web ページや通信で活動の様子を知らせる。今後

は、学校保健委員会で話し合ったことを児童会保健委員会が保健室

からオンラインで各教室に配信して発表する予定である。  

  

 
 
 

交 通 安 全 運 動 交 通 指 導  交 通 安 全 標 語 設 置  

前 期 保 健 委 員 会 の 発 表  

(給 食 に つ い て ) 
後 期 保 健 委 員 会 の 発 表  

(ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン ス に つ い て ) 
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名 称 沼田市立沼田東小学校ＰＴＡ 

会 員 数 ２０８人 （令和３年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

１ 組織 

(１) 本部役員 11 人 

【会長 1・副会長 3・書記 2(P1･T1)・会計 2(P1･T1) 顧問 3(P1･校長･教頭)】 

(２) 企画部【文化部 8・体育部 12・厚生部 9・生活指導部 11】 

(３) 家庭教育委員会 14 人 

(４) 地区委員会【材木町・上原町・東原新町・西原新町】 

(５) 学年・学級委員会 12人 

２ 運営 

(１) ＰＴＡ総会(年１回)・企画部総会(年１回) 

(２) ＰＴＡ本部役員会(年６回)・ＰＴＡ実行委員会(年４回) 

(３) 本部役員推薦委員会 

主 な 活 動 
 
 

■ ＰＴＡ校内防犯パトロール 

・平成１３年に、大阪で起きた不審者が学

校に侵入する前例のない事件の発生から

８日後に開始されて以来、現在も活動を

続けている。全ＰＴＡ会員を対象に、年

１回のパトロールへの協力をお願いして

いる。ＰＴＡ本部役員から開始し、６年

生から１年生のＰＴＡ会員へと日を割り

振り、１日に４人程度が来校している。 

・令和２年度、新型コロナウイルス感染症

のために学校行事や授業参観等が実施で

きない状況のときには、「お子さんの授

業参観を兼ねた校内防犯パトロール」と

して実施し、大変好評であった。 

 

■ 「ヒヤッとマップ」の作成と活用 

・生活指導部の活動として、毎年「沼田東

小学校ヒヤッとマップ・子ども安全協力

の家」の内容を更新し、印刷・配付を行

っている。 

・「子ども安全協力の家」の情報について

は、区長さんをはじめ地域の方にも見て

いただき、名称や代表者の氏名等を確認している。 

・生活指導部では「ヒヤッとマップ」の家庭での活用を呼びかけ、親子

で通学路の確認や地域の危険箇所の確認等を行った。 

・１２月には、生活指導部員が今年度版の「ヒヤッとマップ」と６年生

の書いたお礼の手紙を持参して、利用状況の聞き取りや次年度の協力

についてお願いをしている。 

 

■ ＰＴＡ奉仕作業 

・１１月に行った学校公開に合わせて、普段の清掃では行き届かない窓
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ふき等の奉仕作業を行った。子どもの清

掃班に保護者が加わり作業を行った。今

年度は、新型コロナウイルス感染症対策

として事前に参観校時を割り振っていた

ために奉仕作業までに時間が空いてしま

うこともあったが、午前中に授業参観を

して、午後、奉仕作業のために再度登校

するＰＴＡも見られた。 

 

■ ＰＴＡ球技大会・運動会におけるＰＴＡ競技 

・令和元年度までは、６月の日曜日に「ＰＴＡ球技大会」として地区別

対抗のミニバレーボール大会を行っていた。大会での優勝を目指して

自主的に練習を行う地区もあり、ＰＴＡ会員が互いに知り合い、親睦

を深めるよい機会となっていた。 

・本校には校旗と並ぶＰＴＡ旗があり、球技大会で優勝した地区委員長

は、秋季大運動会でＰＴＡ旗を掲げて入場行進をした。新型コロナウ

イルス感染症の流行により、これまでと同様の球技大会の開催は難し

くなったが、時間短縮が検討される秋季大運動会においても、ＰＴＡ

競技を取り入れ、ＰＴＡ活動への関心や協力が薄れることなく継続さ

れるように考えていきたい。 

 

■ 学校行事における協力 

・令和２・３年度は、学校行事やＰＴＡ活

動の実施において、新型コロナウイルス

感染症への対策が欠かせなかった。多く

のＰＴＡが楽しみにしている運動会では

ＰＴＡにも２週間にわたる健康観察等、

協力をいただいた。校庭に設置された受

付では、ＰＴＡの役員が教職員と組みになり、来場者の体温測定や健

康状態申告書の提出、受付済証の交付を行った。ＰＴＡの役員による

声かけは他のＰＴＡによく届き、行事の充実のために大いに貢献し

た。 

 

■ ＰＴＡ役員による読み聞かせ活動 

・本校のＰＴＡは、『家族で本を読みましょう』を活動のスローガンと

して掲げ、家庭教育委員会を中心に、児童への読み聞かせ活動を行っ

てきた。また、学校支援センターのボランティアによる読み聞かせも

行われている。これらは、学力向上対策でもある「ノーメディア週

間」の取組とも合わせて、児童や家庭への読書活動推進への働きかけ

となっている。 

・スローガンの実現に向けて、今後はＰＴＡ本部役員等を中心に「お父

さんによる読み聞かせ」を企画する等して、より一層読書活動を推進

するとともに、コロナ禍に

おいて活動に制限が多い中

でも、ＰＴＡ活動を豊かに

展開していきたい。 

 

秋季大運動会での協力 

親子一緒に清掃作業 
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名 称 太田市立毛里田小学校ＰＴＡ 

会 員 数 ４３６人 （令和３年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

１ 組織 

(1)  本部役員 

    会長１名、副会長４名（P3・T1）、書記３名（P2・T1）、会計３名

（P2・T1）、相談役１名（P1）、顧問２名（前会長と校長） 

(2) 専門部会（各部 12名ずつ） 

    事業広報部、環境部、母親委員会 

  (3) 地区委員会（13地区） 

(4) 学年・学級委員（各学級２名） 

 ※それぞれの組織に、教員も配置。 

２ 運営 

  総会、臨時総会、本部役員会、実行委員会、各委員会、その他必要な

会合を開き、心身共に健全な児童の育成を図ることを目的に運営内容に

ついて検討している。 

主 な 活 動 

＜マスクボランティア＞ ～全児童に３枚ずつの手作りマスクを配布～ 

  

ＰＴＡ顧問、会長 課題配布時に１人１枚ずつ配布 

  

ＰＴＡ、保護者、地域の方、縫製業者の方 最終的に約１８００枚（１人３枚） 

休校期間中に、１人３枚の手作りマスクを配布。ＰＴＡが発案し、保護

者や地域の方、地元の縫製業の専門業者の方にも様々な形で協力いただき

ながら、結果として約 1,800 枚（１人３枚）の配布を行うことができた。

マスク１枚は課題配布の時に渡し、残り２枚は職員によるポスティング家

庭訪問の時に届けた。取り替え依頼は一つもなく、全保護者から絶大な協

力をいただいた。 
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＜除草・環境整備・樹木剪定ボランティア＞ 

ＰＴＡが、「もりたっ子のための環境整備」として、保護者用駐車場

（近隣の方から借用）の草刈り、学校周辺の草取り、校庭の草取り、通学

路のゴミ拾い、校舎内のエアコン及び校庭の排水溝清掃を企画・運営して

いる。ＰＴＡ会員以外のボランティア（学校ブログや保護者からの情報を

聞いた地域の方、卒業生の保護者、放課後児童クラブの職員等）も参加し

てくださるなど、学校の環境整備が効果的に行われている。さらに、学校

評議員の方もお顔を出して、励ましてくださった。 

 また、本校の保護者の方が、「卒業式間近なので、きれいな植栽で６年

生を送ってあげたい。」と、学校の職員玄関脇の樹木などの手入れをボラ

ンティアで行ってくださった。 

＜読み聞かせ＞ 

 母親委員会が、朝行事の時間を利用して

１，２年生のクラスで大型絵本を用いなが

ら「読み聞かせ活動」を行っている。前

夜、我が子に読み聞かせをして練習をして

きたというお母さんもいらっしゃるなど、

親だからこその愛情がこもっている温かな

声での読み聞かせである。 

＜防犯パトロール＞ 

 ＰＴＡ全会員が、一回ずつ順番で３人１

組になって下校時の「防犯パトロール」を

行い、児童の下校時の安全を守っている。

また、地域のボランティア「見守り隊」

も、児童の下校時の安全に寄与している。 

＊本校のＰＴＡ活動は、学校、家庭、地域との連携もなされている。 

  
臨時駐車場の除草 整備後の臨時駐車場 

  
環境整備 樹木剪定 

 
読み聞かせ 

 

防犯パトロール 


